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（主な内容） 
 

・ 新教育長就任挨拶 
 

・ 令和２年度江別市教育研究所事業計画 

江別市教育研究所所報 

                                        教育長 黒 川 淳 司 
  
 6月30日に江別市教育委員会教育長を拝命しました黒川淳司です。微力ではあります 
が、江別市の教育の充実・発展のために誠心誠意努力いたします。 
 私は、教育長就任に当たって、今、次のような思いでおります。何よりも、現在、新 
型コロナウイルス対策で様々な制限の中で学習や各種活動に取り組んでいる子どもたち 
や、感染防止の徹底のためにご苦労されている教職員の皆さんが安心して過ごせるよう 
になってほしいと願っております。しかし、このウイルスがなかった頃に戻ることはで 
きないことから、「新しい生活様式」に基づいて、出来る限りの感染防止と、子どもた 
ちの健やかな成長を願う豊かな教育活動を保障していくことの「両立」をめざして皆で 
知恵をしぼっていきたいと考えています。 
 次に、コロナ禍で急激に話が進みはじめたGIGAスクール構想への対応です。「一人１ 
台のタブレット」をめざしつつも、江別市では「天気の良い日に明るすぎると見えにく 
いこともある電子黒板」をしっかり見えるものに替えられないか、大勢の子が一斉に接 
続すると固まることもある通信環境や、検索すると緑色になってしまうこともあるPCセ 
キュリティを、何とかできないか、との検討を進めているところです。これを可能な限 
り前進させたいと考えます。 
 また、二小・二中がモデル校として取り組んでくれている小中一貫教育について、将 
来的に市内全体に広げる構想とのことであり、無理なく少しずつ課題解決に向けた相談 
や協議の場を位置づけて、各学校の意見をふまえた取り組みとして進めていきたいと考 
えています。 
 また、個々の教育政策を進めるにあたっては、多くの人たちの意見を聴き、論議を深 
め、市民の皆さんとの共通認識のもと教育行政を進めていきます。特に、市長部局と密 
接な連携をとりつつ、校長会、教頭会など教育関係機関と十分対話を持ち、諸施策の成 
果が上がるようにしていきます。 
 これらを推進するにあたっては、江別市教育研究所に期待するところも多くあります。 
それは、研究所が、「研究の理論と実践」「教育に関する必要な調査及び資料の収集整 
理」「教育相談」など多くの分野にわたって、市内各学校や教職員の協力を得ながら、 
「学校の声を聞き」「学校の役に立つ」研究に取り組んできているからです。学力向上 
に係わる諸施策の推進、新学習指導要領、特別支援教育、情報教育など、さまざまな情 
報を共有するとともに、各学校や教育委員会事務局を支援してもらいたいと願います。 
 今年度研究所の業務に携わっている方々、そして江別市の教職員の皆さん、どうぞよ 
ろしくお願いいたします！ 
 
 

 
 

よろしくお願いします！ 



 江別市教育研究所は、新型コロナウイルス感染防止対策のため第１回所員会議を書面
会議に変更し、令和２年度の事業計画を次のようにしました。 
 
１．所員会議 
    年間６回の会議を行い、教職員の研修事業、調査研究事業などを進めます。 
 
２．教職員研修「夏期セミナー」 
    新型コロナウイルス感染防止対策が求められ、小中学校の夏季休業も短縮され 
   たことから、今年度の「夏期セミナー」は一講座のみを課業日に、管理職等を参 
   加対象に実施することとしました。 
    「教育課程における危機管理」をテーマに、北海道立教育研究所の千代隆志研 
   究主幹を招き、７月２７日（月）午後に江別市民会館３７号室で行います。 
 
３．調査研究報告書№３６の発行 
    学習や生活に関する調査を児童生徒等を対象に実施し、調査結果をまとめ、各 
   学校や教育関係機関に配付します。今年度は、８校に調査の協力をお願いします。 
 
４．小学校外国語教育指導連絡協議会の運営 
（１）会議開催 年間２回（７月、１月） 
（２）中学校英語授業参観（中央中）、意見交換会 
   小学校外国語教育授業参観（東野幌小）、意見交換会 
    ※上記の授業参観等は、感染状況を見て実施か中止か判断します。 
 
５．江別市体力向上事業 
（１）走り方教室 
     毎年、小学生に正しい走り方や練習の仕方などを身に付けさせるために、北 
    翔大学や中学校陸上専門の教職員の協力を得て実施していますが、今年度は新 
    型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。 
（２）「朝運動プログラム」普及出前授業 
     毎年、小学校５校で北翔大学の「朝運動プログラム」の出前授業を行ってい 
    ますが、今年度の前期は中止としました。後期は感染状況を見て判断します。 
 
６．所報の発行 
    教育長挨拶、研究所事業計画・報告、小学校外国語教育の推進、体力向上の推 
   進、夏期セミナー実施報告などの内容で、年間７回程度発行し情報提供します。 
 
７．令和２年度 江別市教育研究所体制 
   所 長   萬  直樹  教育部長  
   副所長   佐藤  学  学校教育支援室長 
   副所長   生田 康人  北光小学校長 
   所 員   真野 智美  上江別小学校教頭 
   所 員   鵜川 正規  大麻西小学校教諭 
   所 員   出村 吏世  上江別小学校教諭 
   所 員   内山 敬一  江別第三中学校教諭  
   所 員   渡辺  愛  野幌中学校教諭 
   事務局長  島田  茂  教育研究所 
   事務局次長 鈴木  拓  学校教育係主事   

令和２年度 江別市教育研究所 事業計画 


